
分野 科目名 配当年次 開講期

専門分野Ⅱ
成人看護学Ⅶ

腎・泌尿器・膠原病
2年次 前期

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無

1単位
（30時間）

20時間 山石美由希 専任教員 有

授業

の

概要

専門基礎分野の知識を基に、腎・泌尿器系に健康障害のある人への看護、膠原病を発症している人

の看護と予防について理解することを目的とする。

到達

目標

１．腎・泌尿器系疾患の患者と膠原病の患者を理解する。

１）腎・泌尿器の解剖生理の特徴が理解できる。

２）膠原病の発症機序、特徴が理解できる。

３）慢性腎不全、前立腺肥大症、膀胱がん、関節リウマチ、全身性エリテマトーデス（SLE）の
病態生理、症状、検査、治療が分かる。

２．腎・泌尿器系疾患の患者と膠原病の患者の看護を理解する。

１）各疾患の経過を理解し、日常生活への影響が理解できる。

２）患者の回復を促進させるための生活の整え方を考えることができる。

授業

計画

№ 授業内容 授業方法 備考

１

２

３

１．慢性腎不全で透析導入する患者の事例から考える

１）腎臓の構造と働き

２）腎機能低下と日常生活

３）慢性腎臓病とは（CKD）とは

講義

ペアワーク
課題あり

４

５

２．経尿道的前立腺切除術を受けた患者の事例から考える

１）排尿のしくみ

２）排尿障害に対する看護

３）術前・術後の看護

４）退院指導

講義

ペアワーク
課題あり

６

３．膀胱がんで膀胱全摘を受けた患者の事例から考える

１）回腸導管造設術を受けた患者の看護

２）自己管理に向けた看護

講義

ペアワーク
課題あり

７

１．膠原病について

１）病態生理と症状、生活への影響

２）治療と看護、服薬の管理

講義

８

９

10

２．関節リウマチ、SLEの患者の事例から看護を考える
１）多彩な症状と生活への影響

２）膠原病患者の生活の整え方

GW

評価

腎・泌尿器100点…A

内分泌60点、膠原病40点で100点…B

Aと Bの平均
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